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バ`~ン1〔よるセレ申 さぼ■蜘圧菊諭爆瞼|=よるセン静強さに

較べ1ゃや過大な値と与えるとされてし`る。このくtl之いがどの
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供試休lま婉証した5鹿の粘土と用い′ベーシヒシ断颯さCのIIL

較の蕩ヤ軒と
一軸二摯態進)(6嗅)にしることこしに。

ベーレポ麟薦ぼ写-1の ようFll Eズ゙制布響!で′回織逮麦|よ
。1勉:こ用t,た。一軸L縮試験機tLズミや圏型でこズミ逮人は
缶分 |%て,ぁる。

パーシ慮ヨ椒 が4枚で寸法の異67・lレーフ
゜
と同t'寸

法で羽なの枚教[′2,3ノ 4′ 8友(1ガえたグリし一

プの2つこ月亀した。前名の寸送こ表―|に禾づっ

後寿は表―lの1/3の寸身と使用したがし)ぢれ、発合

もりる・4と 2と した。

セ)断腱力の分やは適径pフ高さHの月輛面全働

Itわたり均等ド分やすると仮定し,Cとベーンによ

ぅ粘増ヵとしてR.斜 RLSON の 算式ぐ)と用t)ち
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ω潮 壊時の合永rLこ してノW~%C′ ω―%彼 と ⌒

プロいノトtて豹るこ′1)→ltの場合ん図二1に示す %
ように13ぼ埴練鯛 派が認めらな′ほとんど
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およびヾ ―ン寺去に,1,て′レ浅 下端К位置し礼
これ|よ0で'lミー役にいわれてヽ )うことと一致する。

2)醐 rJO率く

同じ
'含
水比において機つ豊線の値と基準にくて,C

の値(ω.句cの直新1で.1よなく姜皮点である)が
1と:の

勝妃尺きく卿淀されてt)るがこみるために

ベーン訓譲C関するニ ニの実験
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